
 

資格の大原 無断転載・複製を禁じます 

【的中問題！】 一部ご紹介致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原：公開模擬試験－第19問 

 

本試験：第15問（設問２） 

 

 

大原：公開模擬試験－第23問 

 

本試験：第18問 

 



無断転載・複製を禁じます 

 

令和５年度 中小企業診断士第１次試験 

○Ｂ  財務・会計 
 

【総評】 

令和５年度の本試験は、問題数は23題（昨年23題）、設問数は25問（昨年25問）であっ

た。５肢択一の問題が１問（昨年２問）で、残りは４肢択一の問題となっている。 

出題内容は、会計分野（財務会計・管理会計等）が15問（昨年15問）、財務分野（ファ

イナンス）が10問（昨年10問）であった。近年は、会計分野からの出題割合が高くなって

おり、昨年に引き続き、今年も会計分野の出題割合が高かった。しかし、出題論点を考慮

すると、損益分岐点分析などの定番の論点の出題が少なく、全体的な難易度は昨年に続き

やや高いレベルにあったと思われる。したがって、今年度はこの科目で60点を確保するこ

とが出来なかった受験生も多かったと思われる。 

出題パターンを見ると、計算を必要とする問題は12問（昨年11問）であり、昨年に続き

例年よりやや少なかった。このうち、比較的計算しやすい問題で得点を積み重ねられたか

が重要となる。特に、第１問（棚卸資産の評価）、第12問・設問１（付加価値率の計算）、

第14問（１株当たり配当）は正解をしてほしい問題である。 

一方、計算を必要としない問題も例年並みの13問（昨年14問）であり、これらの問題に

ついては、得点しやすい問題とそうでない問題とをしっかり区別して、得点できる問題に

ついて、いかに確実に解答できたかが重要となる。特に、第８問（貸借対照表の表示）、

第９問（キャッシュ・フロー計算書）、第11問（財務諸表および財務比率への影響）、第

18問（ポートフォリオ理論）は正解をしてほしい問題である。 

以上 


